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柏
態
修
飾
成
分
と
は
、
忙
態
的
概
合
を
具
有
し
、
被
修
帥
成
分
の
動
作
・
作
用
あ
る
い
は
存
在
な
ど
の
概
念
を
修
飾
阪
，
正
す
る
辿
川
修
飾
戚
分
の
こ
と
て
あ
(
l
)
 
る。
木
稿
て
は
、
こ
の
訥
態
修
飾
戚
分
に
対
し
、
そ
の
出
視
位
悩
（
順
位
）
や、
被
修
飾
成
分
と
の
呼
応
な
ど
の
点
か
ら
検
註
を
加
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
修
仙
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
被
修
飾
成
分
の
動
作
的
概
念
は
、
均
質
不
可
分
の
も
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
異
質
な
「
相
」
に
よ
っ
て
璽
屈
的
に
構
成
さ
れ
る
と
い
っ
た
試
案
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
相
」
と
の
対
応
に
よ
っ
て
、
情
態
修
飾
成
分
を
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
日
本
記
の
文
法
貪
に
お
い
て
、
連
川
修
飾
成
分
の
内
に
、
帖
態
修
飾
成
分
に
相
当
す
る
一
5
知
を
設
け
る
考
え
は
、
山
川
孝
糾
(
-
九
0
八
）
に
始
ま
る
。
山
田
は
、
「
訊
の
副
詞
」
を
「
諒
述
副
詞
」
．
「
江
瓜
副
詞
」
・
「
軌
態
詞
~
」
の
三
種
に
分
け
た
の
で
あ
る
が
、
「
修
飾
語
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
対
応
す
ー
、
情
態
修
飾
成
分
と
は
何
か
O
r
目
的
情
態
修
飾
成
分
の
整
理
ー
ー
被
修
飾
成
分
と
の
呼
応
及
び
出
現
位
置
か
ら
の
考
察
|
|
る
形
て
、
「
隙
述
の
修
飾
語
」
・
「
程
度
の
修
飾
語
」
・
「
梢
態
の
修
飾
語
」
の
三
(
2
)
 
種
に
分
知
し
た
。
そ
の
後
、「
隙
述
」
と
「
叙
述
」
と
の
区
別
や
、
注
釈
副
詞
や
限
定
副
詞
の
(
3
)
 
設
定
な
ど
に
よ
り
、
山
田
の
「
陳
述
副
詞
」
（
一
部
は
「
程
度
副
詞
」
に
及
ぶ
）
が
検
吋
し
肛
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
陳
述
の
修
飾
語
」
も
ま
た
、
こ
れ
に
応
じ
て
討
編
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
情
態
の
修
飾
語
」
に
つ
い
て
は
、
「
同
格
辿
用
」
の
一
部
が
こ
れ
に
糾
み
込
ま
れ
た
他
は
、
ほ
ぽ
山
田
(
-
九
0
八
）
の
「
屈
性
に
対
し
て
な
ほ
委
曲
に
恰
態
を
の
ぶ
る
も
の
」
(P885)
と
い
う
規
・
9
心
の
ま
ま
、
後
の
見
解
に
も
罰
製
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
副
叫
の
分
知
か
ら
、
（
文
の
成
分
と
し
て
の
）
辿
用
修
飾
成
分
の
分
類
を
め
さ
す
立
場
を
怖
く
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
従
来
の
見
解
を
集
大
成
し
た
も
の
に
、
北
加
似
雄
(
-
九
八
一
）
の
見
紹
が
あ
る
。
北
似
は
、
そ
の
連
用
修
飾
成
分
が
、
い
か
な
る
概
念
を
臭
有
す
る
か
（
つ
ま
り
、
修
飾
内
容
は
何
か
）
、
そ
れ
が
い
か
な
る
概
念
を
修
飾
限
定
す
る
か
（
つ
ま
り
、
修
飾
対
象
は
何
か
）
と
い
う
品
埠
に
よ
っ
て
、
連
用
修
飾
成
分
を
、
陳
述
修
飾
成
分
・
叙
述
修
飾
成
分
・
時
の
修
飾
成
分
・
程
度
修
飾
成
分
・
桔
態
修
飾
成
分
の
五
つ
に
分
知
し
た
。
こ
の
う
ち
、
愉
態
修
飾
成
分
に
関
し
て
は
、
矢
澤
真
人
- 30 -
柏
態
修
飾
成
分
と
い
う
の
は
、
そ
の
具
有
す
る
素
材
概
念
、
円
容
か
、
忙
態
的
概
念
て
あ
る
修
飾
成
分
の
こ
と
で
あ
る
。
と
、
従
来
の
見
解
を
う
け
て
以
記
す
る
一
方
、
咋
細
に
見
札
は
、
動
竹
の
ど
う
い
う
面
の
帖
態
に
つ
い
て
の
修
飾
限
定
て
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
忙
態
修
飾
成
分
は
、
王
に
分
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
中
略
）
そ
う
て
は
あ
る
か
、
忙
態
修
飾
成
分
は
動
作
的
概
念
か
ど
の
よ
う
な
忙
態
の
も
の
て
あ
る
か
を
修
飾
限
，
江
す
る
も
の
て
あ
る
と
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(p224
し
p221)
と
述
べ
、
「
動
作
旧
概
念
」
と
い
う
修
飾
対
象
の
側
か
ら
も
、
こ
れ
が
給
括
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
切
か
し
て
い
る
。
2
、
状
態
相
修
飾
と
様
態
相
修
飾
つ
ま
り
修
飾
(p224) 
今
、
前
述
の
北
原
の
見
解
を
受
け
た
上
て
、
そ
の
ド
位
分
知
の
可
能
性
を
名
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
従
来
も
し
ば
し
ば
試
み
ら
れ
た
こ
と
だ
か
、
連
用
修
飾
成
分
の
具
有
す
る
概
念
、
つ
ま
り
修
飾
内
容
の
知
加
化
に
よ
っ
て
分
知
す
る
と
い
う
方
法
か
労
え
ら
れ
る
。
例
え
は
、
①
風
船
が
ユ
ッ
ク
リ
大
キ
ク
フ
ク
ラ
ム
②
ス
ミ
レ
ノ
花
ガ
小
サ
ク
ア
サ
ー
ヤ
ー
カ
ー
[
[
咲
ク
③
乳
常
灯
ガ
急
二
外
ク
点
滅
ス
ル
の
傍
線
を
付
し
た
も
の
は
、
忙
態
修
飾
成
分
と
巧
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
ユ
ッ
ク
リ
」
と
「
急
二
」
と
は
、
「
は
や
さ
」
の
面
か
ら
、
「
フ
ク
ラ
ム
」
や
「
点
滅
ス
ル
」
を
修
飾
限
止
し
、
「
大
キ
ク
」
・
「
小
サ
ク
」
は
、
「
大
き
さ
（
休
砧
．
而
茄
）
」
の
面
か
ら
、
「
ア
ザ
ヤ
カ
ニ
」
・
「
外
ク
」
は
「
色
彩
」
の
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
修
飾
成
分
を
修
飾
限
，
冗
す
る
と
い
っ
た
分
知
法
て
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
類
が
種
々
雑
多
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
構
文
論
の
範
旧
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
不
適
当
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
う
―
つ
の
試
み
は
、
愉
態
修
飾
成
分
が
被
修
飾
成
分
と
結
び
つ
い
た
と
き
、
両
者
か
ど
の
よ
う
な
意
義
結
合
の
閃
係
に
な
る
か
ー
|
す
な
わ
ち
、
修
飾
1
1
被
修
飾
の
閃
係
構
成
の
型
ー
を
見
出
そ
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
、
栢
本
四
郎
(
-
九
七
五
）
に
お
い
て
は
、
④
雨
が
ザ
ア
ザ
71
降
ル
．
 
⑤
背
ヲ
ナ
ッ
カ
シ
ク
息
ウ
⑥
庭
ヲ
キ
レ
イ
ニ
掃
ク
と
い
う
文
の
そ
れ
ぞ
れ
の
惜
態
修
飾
成
分
が
、
「
被
修
飾
語
か
ら
の
屈
性
・
内
容
・
結
呆
を
抽
出
し
た
修
飾
語
」
(p159)
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
泰
(
-
九
八
0
)
も
、
「
グ
ル
グ
ル
ト
」
「
グ
ル
グ
ル
ニ
」
の
如
く
「
I
卜」
「
ー
ニ
」
の
両
記
尾
を
と
り
得
る
擬
態
語
の
恰
態
副
詞
の
考
察
に
お
い
て
、
「
l
ト
」
語
昆
に
よ
る
修
飾
を
「
過
程
の
修
飾
」
、
「
ー
ニ
」
語
尾
に
よ
る
修
飾
を
「
結
果
の
修
飾
」
と
呼
び
、
柏
本
(
-
九
七
五
）
の
「
屈
性
」
と
「
結
呆
」
と
に
相
(
4
)
 
当
す
る
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
屈
性
（
過
程
）
」
と
「
結
呆
」
と
の
迩
い
は
、
山
田
(
-
九
0
八）
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
山
田
は
、
こ
れ
を
「
修
飾
語
」
内
の
迩
い
と
は
せ
ず
、
「
従
屈
連
用
」
と
「
同
格
連
用
」
と
の
迩
い
と
し
た
。
今
こ
こ
で
、
「
従
屈
連
用
」
と
「
同
格
連
用
」
と
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
箇
単
に
言
え
ば
、
「
壁
ヲ
白
ク
塗
ル
」
や
⑥
の
「
庭
ヲ
キ
レ
イ
二
掃
ク
」
の
よ
う
に
、
「
壁
1
1
白
シ
」
「
庭
1
1
キ
レ
イ
ダ
」
と
い
っ
た
関
係
を
も
つ
も
の
は
、
「
塗
ル
」
「
昴
ク
」
に
従
屈
す
る
の
で
は
な
く
、
「
二
語
同
一
の
資
格
を
以
て
辿
ね
ら
れ
る
＼
も
の
」
で
あ
り
、
「
相
合
し
て
一
の
述
語
と
な
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
「
同
格
辿
用
」
に
含
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
用
i
＿
丘
に
従
屈
す
- 31 -
る
「
従
属
連
用
」
て
あ
る
と
こ
ろ
の
「
修
飾
記
」
か
ら
除
か
れ
て
い
た
の
て
あ
(
5
)
 
る。
山
田
の
「
同
格
連
用
」
に
は
、
「
1
9
ニ
テ
コ
コ
ヲ
心
川
凶
バ
」
や
「
コ
ノ
山
ハ
汀
バ
大
キ
シ
」
な
ど
、
今
日
、
連
川
修
飾
閃
係
と
は
忍
め
ら
れ
ぬ
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
連
用
修
飾
関
係
と
忍
め
ら
れ
る
も
の
の
内
に
も
、
次
の
⑦
ー
⑩
の
如
く
、
「
結
呆
」
と
い
う
範
肋
に
お
さ
ま
ら
な
い
も
の
か
食
ま
れ
る
。
⑦
風
ス
ズ
シ
ク
吹
ク
⑧
水
糾
ク
泊
ル
⑨
夜
叫
ケ
ノ
向
ガ
白
ク
抑
ク
ク
⑩
銅
綜
ヲ
川
八
モ
ヤ
ス
実
険
ヲ
り
ゥ
⑦
•
⑧
は
山
田
の
あ
げ
る
例
て
あ
る
か
、
こ
九
ら
は
、
「
吹
ク
」
「
流
ル
」
と
い
う
勁
作
・
作
用
の
結
呆
に
化
じ
た
「
風
」
「
水
」
の
忙
態
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
動
作
・
作
用
の
最
中
に
、
「
風
」
「
水
」
に
付
与
さ
れ
る
帖
態
て
あ
る
。
⑨
・
⑩
の
「
，
1
ク
」
「
白
ク
」
も
川
様
、
「
罰
イ
タ
結
呆
」
「
モ
ヤ
シ
タ
結
累
」
で
は
な
く
、
「
輝
イ
テ
イ
ル
最
1
」
「
モ
｀
ア
ジ
テ
イ
ル
最
1
」
の
liJ
懇
で
あ
る。
．
．
．
．
 
今
、
仮
忙
こ
の
よ
う
に
動
作
・
作
川
の
最
巾
忙
視
わ
れ
る
モ
ノ
の
サ
マ
を
示
す
修
飾
1
1
被
修
飾
の
閃
係
構
成
の
州
を
状
況
相
修
飾
と
呼
び
、
動
作
・
作
用
の
•••• 
結
呆
に
以
わ
礼
る
モ
ノ
の
サ
マ
を
．
小
す
結
果
相
修
飾
と
区
別
し
て
お
こ
う
。
こ
の
両
者
の
迅
い
は
、
骰
修
飾
成
分
の
側
＇
~
そ
こ
に
介
ま
れ
る
動
叫
か
、
い
わ
ゆ
る
「
結
Il
不
動
叫
一
か
否
か
l
に
よ
二
L
生
じ
る
の
て
あ
り
、
相
袖
的
て
あ
•••• 
る
。
い
ず
机
も
、
動
作
・
作
川
に
よ
っ
て
Ii5
わ
礼
る
モ
ノ
の
サ
マ
を
表
わ
す
と
こ
ろ
か
ら
、
二
つ
を
ま
と
め
て
状
態
相
修
飾
と
名
付
け
よ
う
。
さ
て
、
結
果
相
修
飾
、
例
え
ば
「
凧
ヲ
sli釘
叫
」
に
つ
い
て
、
「
訊
古
ロ
シ
」
と
「
壁
ヲ
塗
ル
」
と
の
和
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
見
鮒
が
あ
る
。
し
か
し
「
白
ク
」
と
「
塗
ル
」
と
の
間
に
因
呆
関
係
が
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
を
単
な
る
和
と
す
る
見
解
は
不
適
当
で
あ
り
、
や
は
り
「
白
ク
」
は
「
塗
ル
」
を
修
飾
限
定
す
る
の
だ
と
解
釈
す
る
方
が
良
か
ろ
う
。
こ
れ
と
同
様
に
、
状
況
相
相
修
、
例
え
ば
⑨
も
ま
た
「
夜
叫
ケ
ノ
悔
ガ
白
イ
」
と
「
夜
明
ケ
ノ
悔
ガ
輝
ク
」
と
の
和
|
|
＇
「
白
ク
」
と
「
輝
ク
」
と
の
並
列
ー
ー
i
で
は
な
く
、
「
輝
ク
」
と
い
う
動
作
・
作
川
の
生
じ
て
い
る
場
に
お
い
て
、
「
白
ク
」
と
い
う
梢
態
か
視
わ
れ
る
の
て
あ
り
、
や
は
り
、
囚
呆
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
次
の
例
を
比
校
さ
れ
た
い
。
⑪
a
白
ク
輝
ク
夜
明
ケ
ノ
拇
b
白
ク
、
訓
バ
夜
切
ケ
ノ
誨
c
抑
ク
臼
イ
夜
明
ケ
ノ
悔
cl
白
イ
輝
ク
夜
明
ケ
ノ
海
⑪
a
は
「
輝
ク
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
夜
明
ケ
ノ
悔
」
に
「
白
イ
」
と
い
う
梢
態
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
る
の
に
対
し
、
⑪
b
i
d
は
、
「
白
イ
」
と
い
う
状
態
が
「
夜
明
ケ
ノ
洵
」
に
元
々
（
「
輝
ク
」
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
）
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
洵
ガ
□1
見
エ
ル
」
や
⑤
の
「
背
ヲ
ナ
ッ
カ
シ
1
閻
叫
」
な
ど
は
、
囚
呆
閃
係
が
忍
め
妍
い
。
し
か
し
、
モ
ノ
の
情
態
を
示
し
、
動
作
・
作
用
の
結
呆
で
は
な
く
、
動
作
・
作
用
と
同
防
の
情
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
状
況
相
修
飾
に
合
め
て
お
く
。
さ
て
、
こ
れ
に
対
し
、
①
の
「
ユ
ッ
ク
リ
」
、
③
の
「
急
二
」
、
④
の
「
ザ
ア
ザ
ア
」
な
ど
、
山
川
の
「
従
屈
連
用
」
に
あ
た
る
情
態
修
飾
成
分
は
、
枠
的
な
．
．
．
．
 
モ
ノ
の
サ
マ
で
は
な
く
、
動
的
な
動
作
・
作
用
そ
の
も
の
の
行
な
わ
れ
方
|
|
'
m
a
n
n
e
r
:
様
態
ー
—
を
表
わ
す
。
こ
の
よ
う
な
閲
係
構
成
の
型
を
先
の
状
態
相
修
飾
に
対
し
、
様
態
相
修
飾
と
名
付
け
る
。
--32 -
日
□
匹
修
飾
成
分
に
は
、
「
心
ク
」
「
ア
ザ
ヤ
カ
ニ
」
な
ど
、
内
ら
状
態
相
修
飾
を
な
す
も
の
と
、
「
ユ
ソ
ク
リ
」
「
急
二
」
な
ど
、
専
ら
様
態
相
修
飾
を
な
す
も
(
7
)
 
の
と
の
ほ
か
、
⑫
の
「
任
ク
」
の
よ
う
に
、
艘
修
飾
成
分
に
よ
り
、
い
す
れ
に
も
な
り
得
る
も
の
が
あ
る
。
⑬
は
状
態
相
修
飾
と
と
ら
れ
や
す
い
か
(
a
)
、
様
態
相
修
飾
と
も
解
釈
し
得
る
(
b
)
の
て
あ
り
、
こ
の
両
義
性
も
こ
こ
に
帰
す
る。
⑫
a
帽
子
ヲ
性
ク
丸
1
]
ル
（
状
態
相
修
飾
）
b
帽
子
ヲ
怪
ク
打
ツ
（
仕
哩
相
修
飾
）
⑬
彼
ハ
ソ
ノ
晶
ノ
内
容
ヲ
箇
田
●
ニ
マ
ト
メ
タ
a
北
マ
ト
メ
ラ
レ
テ
店
ノ
内
容
ガ
筒
巾
ニ
ナ
ッ
タ
（
状
態
相
修
飾
）
b
北
彼
ニ
ト
ソ
テ
マ
ト
メ
ル
ノ
ハ
箇
爪
ク
ソ
ク
（
林
懇
相
修
飾
）
3
、
動
作
的
概
念
の
重
層
的
把
握
状
態
相
修
飾
と
様
態
相
修
飾
と
の
区
別
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
飾
成
分
を
状
態
相
修
飾
成
分
・
様
態
相
修
飾
成
分
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
が
、
は
た
し
て
情
態
修
飾
成
分
の
下
位
分
知
と
な
り
得
る
か
を
検
討
し
て
行
こ
う
。
ま
ず
、
両
者
が
修
飾
対
象
と
し
て
、
動
作
的
概
念
の
異
な
る
質
を
修
飾
限
定
し
て
い
る
の
て
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
様
態
相
修
飾
成
分
は
、
動
作
的
概
念
の
う
ち
、
動
担
概
念
そ
の
も
の
（
こ
れ
を
象
微
さ
せ
る
と
、
•••• 
ア
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
）
を
修
飾
限
定
し
、
状
態
相
修
飾
成
分
は
、
動
作
的
概
念
の
．
．
．
．
 
う
ち
、
モ
ノ
の
サ
マ
の
あ
り
方
を
修
飾
限
定
す
る
。
状
態
相
修
飾
は
、
結
果
相
•••. 
修
飾
と
状
況
相
修
飾
と
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
モ
ノ
の
サ
マ
の
•••••••• 
あ
り
方
と
は
、
モ
ノ
の
サ
マ
の
変
化
（
ア
ル
サ
マ
ニ
ナ
ル
）
で
あ
り
、
後
者
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 
は
、
モ
ノ
の
サ
マ
の
発
坦
（
ア
ル
サ
マ
デ
イ
ル
・
ア
ル
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
動
作
的
概
念
に
み
ら
れ
る
異
な
っ
た
質
を
「
相
」
と
呼
び
、
b
 
大
根
ヲ
細
カ
ク
キ
リ
キ
ザ
ン
ダ
ソ
ノ
語
ノ
内
容
ヲ
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
マ
ト
メ
ル
そ
九
ぞ
れ
、
様
態
相
・
状
態
相
と
呼
ば
う
。
状
態
相
は
、
結
果
相
で
あ
る
場
合
と
状
況
相
て
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。
さ
て
、
①
の
「
フ
ク
ラ
ム
」
の
勁
作
的
概
念
に
は
様
態
相
と
状
態
相
と
が
臭
仙
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
る
が
、
も
し
、
両
者
が
動
作
的
概
念
の
内
で
同
等
・
同
列
で
あ
る
と
仮
応
す
る
な
ら
ば
様
態
相
修
飾
成
分
「
ユ
ソ
ク
リ
」
と
状
態
相
修
飾
成
分
「
大
キ
ク
」
と
は
、
被
修
飾
成
分
「
フ
ク
ラ
ム
」
に
対
し
て
、
や
は
り
同
的
・
同
列
に
修
飾
限
定
す
る
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
を
⑭
に
図
示
す
る
。
⑭
 
フ
ク
ラ
ム
ユ
ッ
ク
リ
様
態
相
I
V
 
大
キ
ク
状
態
相
ふ
被
修
飾
成
分
に
対
す
る
関
係
の
し
か
た
が
同
害
・
同
列
な
も
の
を
二
つ
に
分
け
る
と
い
う
の
は
、
構
文
論
の
上
で
有
効
な
分
類
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う。
し
か
し
、
こ
こ
に
、
両
者
を
構
文
の
上
で
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
さ
せ
る
、
璽
大
な
差
異
が
あ
る
。
様
態
相
修
飾
成
分
と
状
態
相
修
飾
成
分
と
に
は
、
そ
の
出
現
順
位
（
位
磁
）
に
違
い
が
あ
り
、
前
者
が
後
者
に
先
行
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
①
・
③
で
は
、
「
1
1
ユ
ッ
ク
リ
フ
ク
ラ
ム
」
よ
り
「
ユ
ッ
ク
リ
大
キ
ク
フ
ク
ラ
ム
」
の
方
が
自
然
な
順
序
で
あ
り
、
「
刷
バ
釦
T
点
滅
ス
ル
」
よ
り
「
創
ゴ
刷
ゲ
点
滅
ス
ル
」
の
方
が
自
然
な
順
序
で
あ
る
と
息
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
両
者
が
、
目
的
格
補
充
成
分
と
共
起
す
る
場
合
、
⑮
a
彼
ハ
ユ
ッ
ク
リ
彼
ナ
ラ
楽
ニ
ダ
ロ
ウ
- 33 -
彼
ハ
ソ
ノ
店
ノ
内
容
ヲ
（
状
態
相
修
飾
）
こ
の
よ
う
な
出
視
順
位
（
位
叩
巳
）
の
近
い
か
ら
、
そ
の
修
飾
対
象
て
あ
る
様
態
相
と
状
態
相
と
に
つ
い
て
も
、
先
の
⑭
の
如
き
lI
勺
・
同
列
の
構
成
て
は
な
く
、
次
に
示
す
重
屈
的
構
成
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
⑮
フ
ク
ラ
ム
ユ
ッ
ク
リ
大
キ
ク
状
態
相
様
態
川
↓
l
 
別
稿
で
詳
し
く
論
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「
柏
」
の
重
的
的
把
握
は
、「
シ
テ
イ
ル
」
の
愁
味
と
帖
態
修
飾
成
分
と
の
閲
係
を
統
一
的
に
説
明
c
 
b
 
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
サ
Vli-
―
．一
＇ 
＼
 
'̀t
,~ 
と
い
う
よ
う
に
、
1
1
て
示
し
た
様
態
相
修
飾
成
分
は
目
的
格
袖
充
成
分
の
上
位
に
、
ー
で
示
し
た
状
態
相
修
飾
成
分
は
そ
の
下
位
に
位
附
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
そ
れ
を
逆
に
し
た
⑯
a
b
は
、
不
自
然
な
順
庁
と
い
わ
ざ
る
を
5
1
な
い
の
で
あ
る
。
⑯
a
彼
ハ
細
カ
ク
大
根
ヲ
ユ
ッ
ク
リ
キ
リ
キ
ザ
ン
ダ
b
彼
ナ
ラ
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
ソ
ノ
店
ノ
内
容
ヲ
文
ニ
マ
ト
メ
ル
ダ
ロ
ウ
先
に
両
義
性
を
有
す
る
と
し
た
⑬
か
、
状
態
相
修
飾
に
と
ら
れ
や
す
い
と
い
う
の
も
、
「
愉
単
二」
が
目
的
格
袖
元
成
分
の
下
位
に
位
仰
す
る
こ
と
に
よ
る
。
次
の
よ
う
に
「
箇
単
二
」
の
位
凶
を
定
め
、
他
の
位
訊
に
相
当
の
修
飾
成
分
を
(
9
)
 
補
う
と
、
両
義
性
は
失
な
わ
れ
る
。
⑪
a
彼
ハ
楽
ニ
ソ
ノ
晶
ノ
内
容
ヲ
筒
単
二
相
修
飾
）
，
 
披
ハ
簡
姐
ニ
ソ
ノ
ィ
叫
ノ
附
容
ヲ
（様
態
相
修
飾
）
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
マ
ト
メ
タ
マ
ト
メ
タ
マ
ト
メ
タ
ド
八
ビ
i
(
i
m
 
前
節
で
の
べ
た
よ
う
に
、
状
態
相
修
飾
の
結
果
相
修
飾
と
状
況
相
修
飾
と
は
、
修
飾
内
容
の
点
で
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
た
だ
修
飾
対
象
で
あ
る
状
態
相
．
．
．
．
 
か
動
作
・
作
用
の
結
呆
の
モ
ノ
の
サ
マ
の
変
化
を
示
す
結
果
相
で
あ
る
か
、
動
•••• 
作
・
作
用
の
最
中
の
モ
ノ
の
サ
マ
の
発
現
を
示
す
状
況
相
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
梢
態
修
飾
成
分
の
分
類
と
し
て
は
、
状
態
相
修
飾
成
分
を
た
て
る
だ
け
で
よ
い
。
し
か
し
、
様
態
相
修
飾
成
分
は
、
出
現
順
位
の
面
か
ら
も
、
様
態
相
修
飾
に
お
け
る
閲
係
構
成
の
あ
り
方
の
面
か
ら
も
、
さ
ら
に
分
類
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
"-、
ま
1
9
そ
の
概
略
を
示
し
て
お
こ
う
。
動
作
相
修
飾
成
分
様
態
相
修飾
成
分
｛〗
〗□[
口
〗
□｛
進
行
相
修
飾
成
分
様
態
相
修
飾
成
分
は
、
動
懇
の
過
祝
の
あ
り
方
を
修
飾
限
定
す
る
「ユ
ッ
ク
リ
」
「
辿
ク
」
「
サ
ブ
リ
ト
」
「
ガ
タ
ガ
タ
ト
」
な
ど
の
知
と
、
過
程
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
、
事
象
（
コ
ト
）
の
起
こ
り
方
を
修
飾
限
定
す
る
「
突
然
」
「
ニ
ワ
カ
ニ
」
「
オ
モ
ム
ロ
ニ
」
「
シ
バ
ラ
ク
シ
テ
」
「ヒ
キ
ッ
ヅ
キ
」
な
ど
の
類
と
に
分
け
る
こ
と
か
て
き
る
。
前
者
は
過
程
の
サ
マ
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
、
過
程
相
修
飾
成
分
、
後
者
は
コ
ト
の
生
起
の
サ
マ
を
表
わ
す
こ
と
か
ら
生
起
相
修
飾
成
分
と
名
付
け
る
。
こ
の
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
迩
い
が
あ
る
。
ま
ず
―
つ
に
は
‘
―
つ
の
文
に
両
者
か
共
起
す
る
楊
合
、
生
起
相
修
飾
成
分
が
過
程
相
修
飾
成
分
に
先
行
す
る
4
、
様
態
相
修
飾
成
分
の
分
類
(10) 
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
。
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傾
向
あ
あ
る
と
い
う
、
出
視
順
位
か
あ
け
ら
訊
る
。
⑲
a
彼
ハ
突
然
サ
フ
リ
ト
水
ニ
ト
ヒ
コ
ン
ク
b
イ
キ
ナ
リ
辿
ク
土
ル
ト
肌
胆
が
イ
タ
ク
ナ
ル
ヨ
⑳
a
彼
ハ
ザ
フ
リ
ト
突
然
水
ニ
ト
ヒ
コ
ン
ク
b
国
バ
バ
1〗
□
l
j
J
Lル
ト
肌
肋
ガ
イ
タ
ク
ナ
ル
ヨ
1
1
綜
て
示
し
た
生
起
相
修
飾
成
分
か
1
い
い
て
ー
小
し
た
過
程
相
修
飾
成
分
よ
り
先
打
す
る
⑲
の
又
の
方
か
、
そ
の
逆
の
順
・
い
て
あ
る
⑳
よ
り
日
然
て
あ
る
。
次
に
、
被
修
飾
成
分
か
「
シ
ハ
ジ
メ
ル
」
「
シ
ダ
ス
」
な
ど
の
膨
と
な
っ
た
場
合
、
両
者
に
は
、
閃
係
構
成
の
あ
り
方
の
パ
か
、
修
飾
の
史
行
の
近
い
と
な
っ
て
裏
わ
れ
る
。
,．，
9
9
・
 
1
,
．999
9
,
9
9
9
9
9
9
,
9
 
⑪
披
ハ
イ
キ
ナ
リ
辿
ク
止
リ
ハ
ジ
メ
タ
こ
の
文
は
、
「
辿
ク
走
ル
」
コ
ト
を
「
イ
キ
ナ
リ
」
川
始
し
た
と
い
う
忍
を
表
わ
し
、
「
几
ル
」
コ
ト
ヲ
「
イ
キ
ナ
リ
辿
ク
」
開
始
し
た
と
か
、
「
イ
キ
ナ
リ
辿
ク
上
ル
」
コ
ト
を
開
始
し
た
と
か
い
う
心
は
表
わ
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
辿
ク
」
が
「
オ
｝
リ
ハ
ジ
メ
ル
」
の
「
iL
リ
」
を
修
飾
限
応
し
、
「
イ
キ
ナ
リ
」
が
「
ー
ハ
ジ
メ
ル
」
を
修
飾
限
応
す
る
と
い
っ
た
修
仙
の
皇
い
の
＂
ー
1
て
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
九
る
。
動
作
的
概
念
の
様
態
相
は
、
動
懇
の
過
狂
を
が
す
過
程
相
と
出
象
「
コ
ト
」
の
仕
起
を
小
す
生
起
相
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
名
え
ら
訊
る
。
⑲
b
て
み
た
よ
う
に
、
「
＇
心
ル
」
は
そ
礼
、
1
体
に
過
程
相
と
生
起
相
と
が
臭
仙
戸
肛
て
い
る
。
と
こ
ろ
て
、
「
I
ハ
ジ
メ
ル
」
と
い
う
袖
助
動
詞
は
、
士
按
動
~
の
具
仙
す
る
生
起
相
を
、
「
間
始
」
と
い
う
側
面
か
ら
特
ホ
す
る
働
き
を
す
る
と
名
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
走
リ
ハ
ジ
メ
ル
」
に
お
い
て
は
、
「
止
ル
」
の
生
起
相
は
「
ー
ハ
ジ
メ
ル
」
に
よ
っ
て
「
旧
始
」
の
側
面
か
ら
特
不
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
り
、
「
文
然
（
辿
ク
）
走
ル
」
コ
ト
を
開
始
し
た
と
い
っ
た
よ
う
に
「
几
リ
」
に
生
起
相
を
化
応
す
る
鮒
釈
や
、
A
社
ノ
株
ハ
突
然
少
シ
ズ
ツ
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
ク
A
社
ノ
株
ハ
ヒ
キ
ッ
ヅ
キ
ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
タ
⑭
a
刈
車
ハ
マ
ス
マ
え
速
ク
走
ソ
タ
b
函
車
ハ
シ
ダ
イ
ニ
ユ
ッ
ク
リ
回
ソ
タ
「
シ
ダ
イ
ニ
」
「
ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
」
「
マ
ス
マ
ス
」
「
少
シ
ス
ツ
」
な
ど
は
、
す
で
に
石
神
照
雄
(
-
九
七
八
）
や
新
川
忠
(
-
九
七
九
）
に
よ
っ
て
、
「
巡
行
」
b
 
⑳
a
 
「T
心
ル
」
コ
ト
を
「
（
突
然
）
辿
ク
」
間
始
し
た
と
い
っ
た
「
I
ハ
ジ
メ
ル
」
に
過
程
相
を
想
定
す
る
鮒
釈
は
成
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
先
の
⑱
に
な
ら
っ
て
、
生
起
相
修
飾
と
過
程
相
修
飾
と
を
次
の
よ
う
に
図
示
す
る
。
@
a
走
ル
突
然
辿
ク
過
肛
相
生
起
相
V
-
i
i
 
＞
 
b
じ
リ
ハ
ジ
メ
ル
突
然
辿
ク
過
祝
相
化
起
柏
V
-
＞
 
さ
て
、
「
少
シ
ズ
ツ
」
や
「
シ
ダ
イ
ニ
」
「
マ
ス
マ
ス
」
な
ど
も
過
程
に
か
か
わ
る
修
飾
限
定
を
な
す
と
息
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
ユ
ッ
ク
リ
」
「
辿
ク
」
「
サ
フ
リ
ト
」
な
ど
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
杓
え
ら
れ
る
。
な
せ
な
ら
ば
、
次
の
⑳
に
示
す
よ
う
に
生
起
相
修
飾
成
分
の
下
位
に
位
附
し
、
「
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
ル
」
に
対
し
て
も
、
「
少
シ
ズ
ツ
ア
ガ
ル
」
コ
ト
が
「
突
然
」
開
始
さ
れ
る
と
い
っ
た
閃
係
構
成
と
な
る
点
は
、
⑪
の
「
辿
ク
」
と
同
様
で
あ
る
か
、
「
マ
ス
マ
ス
辿
ク
走
ル
」
「
ゾ
バ
グ
イ
ニ
ュ
ッ
ク
リ
日
ル
」
と
い
う
よ
う
に
、
両
者
か
共
起
す
る
際
は
、
「
マ
ス
マ
ス
」
「
シ
ダ
イ
ニ
」
の
方
が
先
打
す
る
の
て
あ
る。
つ←- 03 -
応
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
礼
て
い
る
。
本
秘
て
も
こ
れ
ら
を
進
行
相
修
飾
成
分
と
呼
び
、
「
ユ
ソ
ク
リ
」
「
辿
ク
」
な
ど
と
区
別
す
る
。
「
辿
ク
」
「
ユ
ソ
ク
リ
」
や
「
ザ
ブ
リ
ト
」
な
ど
は
、
動
き
そ
の
も
の
の
サ
マ
を
表
わ
す
の
て
、
動
作
相
修
飾
成
分
と
呼
ぶ
。
進
行
相
修
飾
成
分
は
、
旧
に
動
き
の
1
間
的
Ji-
／
い
の
疫
合
を
よ
わ
す
ば
か
り
て
な
く
、
江
度
の
大
き
い
'
J
J
へ
の
直
り
の
良
合
も
衣
ね
す
こ
と
か
あ
る
。
例
え
↓
'
6
 
9
,
¥
 
⑮
a
 
）
 
~
 
A
社
ノ
株
ガ
少
シ
ス
5
ア
ガ
ソ
ク
ギ
プ
ス
ガ
ハ
ズ
レ
ル
ト
、
彼
ハ
ジ
1
1
ョ
ジ
コ
ニ
歩
キ
ハ
ジ
メ
ク
の
よ
う
に
、
単
独
て
袖
修
飾
成
分
を
修
飾
限
'[JL
す
る
と
き
は
、
主
と
し
て
「
株
仙
ノ
ア
ガ
ル
屎
」
な
り
「
ル
ク
距
淵
（
又
は
肋
間
）
鼠
」
な
り
の
「
畠
」
の
側
面
か
ら
、
そ
の
四
良
の
大
き
い
Ji
へ
の
進
行
の
良
合
を
示
す
。
ま
た
、
先
の
⑳
a
や
、
次
の
⑮
の
例
の
よ
う
ピ
動
作
相
修
飾
成
分
や
状
態
相
修
飾
成
分
と
共
起
す
る
と
、
「
コ
リ
辿
イ
万
」
「
ヨ
リ
，
瓜
イ
＇
り
」
と
い
っ
に
そ
の
修
飾
内
容
の
祝
罠
の
大
き
い
方
へ
の
見
打
の
罠
合
を
小
す
。
．．．．．．．． 
⑳
熔
液
ハ
マ
ス
マ
ス
必
ク
変
化
シ
ク
こ
机
は
、
「
シ
ダ
イ
ニ
」
「
ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
」
「
マ
ス
マ
ス
」
「
少
シ
ズ
ツ
」
の
順
尺
吐
間
的
巡
打
か
ら
冗
度
的
凰
打
を
表
わ
す
傾
向
か
依
く
な
る
よ
う
で
あ
る
。
⑳
b
や
⑳
て
は
、
汀
良
的
嵐
釘
の
ぷ
は
凶
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
⑰
沿
液
ハ
シ
ク
イ
T
'，
炒
ク
変
化
シ
ク
瞑
良
的
泊
戸
い
の
位
い
「
少
ン
ズ
ツ
」
は
、
⑳
a
の
よ
う
に
「
突
然
」
「
ニ
ワ
カ
ニ
」
と
共
起
し
胄
る
が
、
間
間
的
址
打
の
恢
い
「
シ
ダ
イ
ニ
」
「
ジ
コ
、
ジ
ョ
二
」
は
こ
れ
ら
と
共
起
し
が
た
い
よ
う
て
あ
る
。
⑮
a
四
A
杜
／
株
ガ
シ
グ
イ
ニ
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
タ
b
?
．
A
仕
ノ
株
ガ
ジ
~
司
□
「
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
タ
突
然
＂ 
辿
ク
＞
 
少
シ
ズ
ツ
，
 
シ
ダ
イ
ニ
化囚札l
修飾成分
巡行i[i ] 
修飾成分 i過在札］
動作札l [ 修飾成分
I 
修飾成分）
¥
)
 
人ノじ〈-J
 ．
 
、
,
j
9, 
］
 
，
が
直
想
修
菜.i
 
9
9
,
 
、
!li
ーヽノ）
分
分
成
成
飾
飾
修
修
相
相
呆
況
結
状
（
（
 
｛
 
r
卜
J
ノノ成
祖
飾
想
修
‘.、`
,i'’ 
9
.
 ‘. 亦
ク＞
 
＼
ー
．
）
且
廿
ー、-
J
.
I
 
果
況ヽ1
¥
、
叫
＞
K
ロが々（
 
ー． ,I
 
巨、
合
y
‘.‘、）
 
‘ヽ
l
,
9
 
•••••
••
•• 
l
 
様態相
生起相
「
シ
ダ
イ
ニ
」
「
ジ
ョ
ジ
ョ
ニ
」
は
、
「
三
時
二
」
の
如
く
、
時
点
を
示
す
も
の
と
は
共
起
し
得
ず
、
一
方
で
は
、
生
起
相
修
飾
成
分
で
も
「
ヒ
キ
ッ
ヅ
キ
」
「
シ
バ
ラ
ク
シ
テ
」
な
ど
、
生
起
の
時
点
を
明
確
に
示
さ
な
い
も
の
と
は
共
起
し
得
る
。
こ
こ
か
ら
、
時
間
的
進
行
の
強
い
も
の
は
、
生
起
相
に
対
し
て
、
そ
の
生
起
が
一
時
点
に
応
ま
ら
な
い
こ
と
、
と
い
う
闊
約
を
加
え
る
の
だ
と
考
え
(ll) 
ら
れ
る
。
以
上
、
あ
げ
て
き
た
riJ
懇
修
飾
成
分
の
糀
類
及
び
「
相
」
の
重
層
と
の
呼
応
(12) 
を
ま
と
め
て
示
そ
う
。
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生
起
相
修
飾
成
分
の
上
位
に
は
、
「
ヨ
ク
」
「
シ
バ
シ
バ
」
「
タ
ビ
タ
ビ
」
な
． 
ど
の
「
頻
度
の
修
飾
成
分
」
か
位
置
し
う
る
。
こ
九
は
出
政
の
存
在
（
コ
ト
ガ
(13) 
． アル
）
を
修
飾
限
応
す
る
も
の
て
、
\
t
、
'
，
\
,
．
'
、
~
1
,
⑳
a
彼
ハ
シ
バ
シ
バ
突
然
セ
キ
コ
ン
ク
b
ク
ヒ
ク
ビ
彼
ノ
家
デ
パ
ー
テ
ィ
ー
ガ
ア
ッ
ク
の
よ
う
に
、
「
突
然
セ
キ
コ
ム
」
「
彼
ノ
家
デ
パ
ー
テ
ィ
ー
ガ
ア
ル
」
と
い
っ
た
事
象
の
存
在
の
頻
良
を
表
わ
す
。
こ
机
は
、
存
在
相
修
飾
成
分
と
呼
ふ
こ
と
か
で
き
よ
う
。
「
頻
度
の
修
飾
成
分
」
と
同
枯
の
も
の
に
、
「
三
回
」
「
何
回
モ
」
「
伐
度
モ
」
な
ど
、
阿
数
を
表
わ
す
「
罠
数
の
修
飾
成
分
」
か
あ
る
。
こ
れ
も
⑳
a
の
よ
う
r^
こ
立
閃
し
口
r
る
か
、
一
カ
、
⑳
b
の
よ
う
に
そ
の
/
1
 
に
生
起
相
修
飾
成
分
の
一
在
ー
、
イ
，
1
下
位
に
も
出
祝
し
得
る
。
⑳
a
彼
ハ
何
日
モ
文
処
セ
キ
コ
ン
ク
b
披
ハ
突
然
何
I
モ
セ
キ
コ
ン
ダ
し
か
し
、
⑲
a
と
⑲
b
と
は
、
閃
係
構
成
の
土
て
韮
い
か
あ
り
、
⑲
a
て
は
「
失
然
セ
キ
コ
ム
」
コ
ト
が
「
伺
阿
モ
」
存
孔
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
「
何
旧
モ
」
は
巾
象
の
存
↓
1
の
日
数
を
入
わ
す
か
、
⑲
b
て
は
、
「
伺
回
モ
セ
キ
コ
ム
」
コ
ト
が
「
突
然
」
起
こ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
「
付
日
モ
」
は
「
セ
キ
コ
ム
」
と
い
う
動
き
の
過
肛
を
ln
数
の
面
か
ら
ナ
《
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
打
の
場
合
、
i
,
＇
，
.
 
¥
＼
,
¥
1
,
9
.
9
,
＇
9
9
9
 
⑪
彼
ハ
突
然
何
回
モ
ユ
ッ
ク
リ
ト
子
供
ノ
頭
ヲ
ナ
デ
タ
と
い
っ
た
例
の
よ
う
に
「
何
日
モ
」
の
下
に
動
作
相
修
飾
成
分
を
人
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
て
あ
り
、
「
ユ
ッ
ク
リ
ナ
デ
ル
」
と
い
う
動
き
が
、
連
続
し
て
近
5
、
頻
度
及
び
度
数
の
修
飾
成
分
行
す
る
過
四
を
、
回
数
の
面
か
ら
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
頻
度
の
修
飾
成
分
」
の
場
合
、
⑲
b
に
あ
た
る
用
法
は
み
ら
れ
な
い
。
⑫
四
彼
ハ
突
然
シ
バ
シ
バ
セ
キ
コ
ン
ダ
し
た
か
っ
て
、
「
度
数
の
修
飾
成
分
」
は
、
生
起
相
修
飾
成
分
の
土
位
に
位
叩
い
す
る
以
合
、
「
頻
度
の
修
飾
成
分
」
と
同
じ
く
、
存
在
相
修
飾
成
分
と
な
る
か
、
そ
の
下
位
に
位
附
す
る
楊
合
は
、
進
行
相
修
飾
成
分
と
な
る
の
だ
と
名
え
ら
れ
る
。
6
、
残
さ
れ
た
問
顆
以
上
、
梢
態
修
飾
成
分
の
範
囲
と
名
え
ら
れ
る
成
分
の
分
類
の
試
案
を
示
し
た
か
、
な
お
伺
点
か
残
さ
れ
た
間
屈
が
あ
る
。
―
つ
は
‘
―
つ
の
動
詞
に
は
、
こ
こ
て
あ
げ
た
「
相
」
が
必
す
し
も
す
べ
て
同
窟
訓
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
て
あ
る
。
例
え
ば
、
「
降
エ
ル
」
や
「
ア
ル
」
に
は
様
態
相
が
欠
落
し
て
お
り
、
「
一
瞥
ス
ル
」
に
は
進
行
相
が
欠
落
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
被
修
飾
成
分
論
と
し
て
、
こ
の
面
か
ら
の
動
詞
の
分
類
が
髯
不
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
、,
0
し
ま
た
、
動
作
主
体
か
複
数
の
場
合
、
9
,し
;
9
:
9
,
．
9
,
⑮
政
治
名
栢
が
次
々
卜
突
加
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
タ
の
よ
う
に
「
突
然
ア
ガ
リ
ハ
ジ
メ
ル
」
コ
ト
か
「
次
々
卜
」
生
じ
た
と
い
っ
．．．． 
た
、
生
起
（
間
始
）
の
連
続
生
起
を
表
わ
す
入
視
か
可
能
て
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
紙
面
の
制
約
上
、
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
最
も
重
嬰
な
の
が
、
こ
の
分
類
及
ひ
「
柏
」
の
重
屈
的
把
握
が
、
忙
態
修
飾
関
係
以
外
に
い
か
に
応
用
し
得
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
礼
ら
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
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(
1
)
北
原
(
-
九
八
―
)
p
2
3
0
(
2
)
山
田
(
-
九
0
八）
p883|p905
(
3
)
渡
辺
(
-
九
七
一
）
・
芳
賀
(
-
九
五
四
）
・
大
久
似
(
-
九
六
八
）
等
参
照
。
「
限
定
副
詞
」
に
閃
し
て
は
、
渡
辺
（
一
几
七
一
）
の
他
、
工
藤
（
一
九
七
七
）
参
照
。
(
4
)
新
川
忠
(
-
九
七
九
）
も
「
質
規
定
的
な
む
す
び
つ
き
」
「
糾
呆
規
定
的
な
む
す
び
つ
き
」
と
の
二
つ
を
区
別
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
、
類
の
設
定
が
相
似
で
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
伺
々
の
閏
煎
修
姉
成
分
が
い
ず
れ
に
所
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
m
悲
向
が
み
ら
れ
る
。
(
5
)
山
川
（
一
几
0
八
）
P
O
l
|
P
0
3
参
間
。
•••• 
(
6
)
状
況
相
修
飾
は
、
動
作
・
作
川
の
木
‘
〗
巧
J
時
の
モ
ノ
の
サ
マ
、
結
果
相
修
飾
は
•••• 
応
了
時
の
モ
ノ
の
サ
マ
に
閃
す
る
閃
係
構
成
の
州
で
あ
る
と
も
1
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
(
7
)
⑫
a
b
は
山
川
（
一
几
三
六
）
p
口
に
あ
げ
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
(
8
)
こ
の
ア
ル
は
存
在
の
ア
ル
と
は
別
と
考
え
る
。
（
認
）
参
照
。
(
9
)
⑪
C
で
は
「
ワ
カ
リ
ヤ
ス
ク
」
と
「
的
巾
二
」
と
が
目
的
格
補
允
成
分
の
下
位
に
位
骰
し
、
い
ず
れ
も
状
態
相
修
飾
成
分
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
両
者
は
同
等
・
同
列
に
「
マ
ト
メ
ル
」
を
修
飾
限
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(10)
概
略
を
述
べ
る
に
、
様
態
相
は
後
述
の
如
く
生
起
相
と
過
程
相
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
と
結
果
相
と
は
．
そ
れ
ぞ
れ
「
シ
テ
イ
ル
」
の
経
験
・
動
作
進
行
・
結
果
殻
存
の
忍
味
と
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
文
に
お
け
る
「
シ
テ
イ
ル
」
の
怠
味
は
、
こ
の
「
川
」
の
最
も
下
位
に
発
視
し
た
も
の
に
よ
っ
て
出
ま
る
と
い
っ
た
似
則
を
設
崖
し
得
る
。
例
え
ば
、
「
フ
ク
ラ
ム
」
は
こ
の
三
つ
の
相
を
具
仙
す
る
が
、
文
脈
・
場
面
に
よ
り
生
起
相
・
過
程
相
が
発
現
し
な
い
限
り
、
「
大
キ
ク
フ
ク
ラ
ン
デ
イ
ル
」
は
「
大
キ
ク
」
に
よ
り
発
況
し
た
結
果
相
に
従
い
、
結
呆
銭
存
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
「
ユ
ッ
ク
リ
大
キ
ク
フ
ク
ラ
ン
デ
イ
ル
」
で
は
、
結
果
相
よ
り
下
位
の
過
程
相
が
「
ユ
ッ
ク
リ
」
に
よ
参
方
文
献
石
神
照
糾
(
-
九
七
八
）
「
1
の
修
飾
成
分
」
『
文
芸
研
究
』
第
8
集
人
久
似
忠
利
(
-
九
六
八
）
『
日
本
文
法
陳
述
畠
』
明
治
轡
院
北
加
似
糾
(
-
九
八
一
）
『
日
本
詔
助
励
詞
の
研
究
』
大
修
餡
曹
店
工
此
几
i
（
一
九
七
七
）
「
限
記
副
叫
の
機
他
」
『
馴
馴
喜
汀
授
□記
学
と
囚
訊
史
』
明
治
書
院
忠
(
-
九
七
九
）
「
『
副
詞
と
動
~
と
の
く
み
あ
わ
せ
』
試
畠
」
-
r
I
 
，冑
JI
り
発
現
す
る
た
め
動
作
進
行
と
な
る
。
ま
た
、
「
突
然
」
は
最
も
下
位
の
生
起
相
を
発
現
さ
せ
る
。
「
突
然
ユ
ッ
ク
リ
フ
ク
ラ
ン
デ
イ
ル
」
と
い
う
文
が
動
作
進
行
の
意
味
と
は
な
り
得
ず
、
「
コ
ノ
前
見
タ
ト
キ
モ
、
突
然
ユ
ッ
ク
リ
フ
ク
ラ
ン
デ
イ
ル
」
と
い
っ
た
経
験
を
表
わ
す
場
合
に
の
み
川
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
生
起
相
の
発
視
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(11)
こ
の
こ
と
に
閃
し
「
瞬
間
性
」
と
い
っ
た
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
時
間
的
進
行
が
強
く
な
る
ほ
ど
「
非
瞬
間
性
」
を
条
件
と
し
「
瞬
間
性
」
の
動
作
相
修
飾
成
分
「
ザ
プ
リ
ト
」
「
ガ
プ
リ
ト
」
な
ど
と
共
起
し
得
な
く
な
る。
(10)
で
ふ
れ
た
「
シ
テ
イ
ル
」
の
動
作
迎
行
の
應
も
「
非
瞬
間
性
」
を
条
件
と
す
る
の
で
あ
り
、
「
ガ
プ
リ
ト
」
に
よ
っ
て
過
程
相
が
発
現
し
て
も
、
「
ガ
プ
リ
ト
飲
ン
デ
イ
ル
」
は
動
作
迎
行
の
惑
と
は
な
り
得
な
い
。
「
非
瞬
間
性
」
の
「
ガ
ブ
ガ
プ
ト
」
で
は
、
動
作
進
行
の
忍
と
な
り
得
る
。
(12)
図
1
、
「
少
シ
ズ
ツ
」
「
シ
ダ
イ
ニ
」
の
破
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
程
度
的
進
行
と
生
起
相
へ
の
制
限
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
．
．
．
．
．
．
．
 
（
認
）
物
の
存
在
を
ぷ
す
ア
ル
と
は
別
。
本
稿
で
は
、
状
態
の
ア
ル
（
ア
ル
サ
マ
デ
ア
．
．
．
．
．
．
．
 
ル
）
、
事
象
の
存
在
の
ア
ル
（
ア
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
こ
拗
所
の
「
＇
デ
」
と
共
．
．
．
．
．
．
 
起
し
得
る
）
、
物
の
存
在
の
ア
ル
（
ア
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
昌
吻
所
の
「
＇
二
」
と
共
起
し
得
る
）
の
三
利
を
区
別
す
る
。
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氾
記
本
砧
は
国
出
学
会
附
相
58il介
平
大
会
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
手
を
加
え
た
も
の
て
あ
る
。
此
土
、
鈴
木
泰
氏
、
石
神
照
妍
氏
、
坂
口
頼
孝
氏
よ
り
御
教
か
い
た
た
い
た
。
ま
た
、
北
加
似
糾
先
几
に
は
、
成
稿
後
、
一
ー
砂
罰
い
、
数
々
の
向
教
小
を
い
た
だ
い
た
C
1
l
l
L
し
て
応
息
の
忍
を
表
し
た
い
。
文
jJ-
泣`
J
一
▼
1
}
・
 
栢
本
:
 .
.
.
 
，9
1
 
J
 
•• 
•9,J,' 
カ
ノ
、
9
ー一
『
＼4
 
A
I
J
 
、
.• ,~ fハ
'W-
↑
『
バ
h
い
の
研
兄
』
む
ぎ
書
い
り
泰
(
-
九
八
0
)
「
忙
態
副
叫
の
性
質
に
つ
い
て
の
小
見
」
『
山
彫
大
学
紀
製
（
人
又
科
学
）
』
9
．3
綬
(
-
九
五
四
）
「
”
煉
述
I
と
は
何
と
は
何
も
の
？
」
『
□出
IJ
-]
~9‘l; 
又
』
間
2
.
4
)
r「
四
郎
(
-
九
七
万
）
「
修
帥
ー
連
川
と
連
休
ー
」
『
日
本
出
と
1
1
本
晶
教
育
ー
文
泣
加
ー
』
文
化
庁
学
糾
(
-
九
0
八
）
『
！
小
，
冬
仏
虚
』
丁
又
餡
甚
店
（
一
九
三
八
）
『
日
本
文
仏
学
概
詞
』
主
文
餡
曹
几
丈
(
-
九
じ
一
）
『
川
出
構
文
論
』
塙
書
い
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